
閖上地区プロモーションビデオ制作に協力 
                                １月２６日（土）に吹奏楽部が名取市閖 

上地区プロモーション映像制作に協力させ 
ていただきました。閖上地区への定住促進 
を目的として，ダンディ坂野さんと吹奏楽 
部員がコラボし「ユリアゲッツ！」ミュー 
ジックビデオを制作しました。今後Ｙｏｕ 

Ｔｕｂｅ等で放映が予定されています。名取市役所や制作スタッフの皆様，このよ 
うな機会を与えていただきありがとうございました。 

映像制作に携わって       大森桜弥（２年・袋原中出身） 

私たち吹奏楽部は９月に閖上地区の集会場落成記念式典で演奏する機会をいただきました。 
震災から８年が経過し，街の姿に復興が進んでいる様子が伺えますが，何よりも地域が一丸と 
なり，復興に向けて取り組んでいる姿に感動し，私たちも閖上地区の皆様の復興への取り組み 
を少しでも応援したいと強く思うようになりました。そこで，このプロモーションビデオへの 
出演を喜んで引き受けさせていただきました。このビデオから私たちの思いが伝わればとても 
嬉しく思います。これからも様々な活動を通して閖上地区はもちろん名取市の皆様のお力になっ 
ていければと思います。撮影に協力いただきました皆様ありがとうございました。 
                           
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本弓道大会県予選に参加 

女子団体優勝・男子団体３位 

 １月１９日（土）に県弓 
道場で開催された東日本高 
等学校弓道大会の宮城県予 
選に参加し，女子団体で優 
勝，男子団体で３位となり， 
３月に群馬県で開催される 
本大会への出場権を獲得し 
ました。 

東日本高等学校弓道大会への抱負 

渡辺さくら（２年・中田中出身） 
 私たちは東日本弓道大会宮城県予選 
で優勝し，群馬県で開催される本戦に 
出場することになりました。県予選で 
は一人ひとりが自己の目標をしっかり 
見据えて，準決勝・決勝ではどちらの 
試合でも一射目から横皆中を出し，全体 
でとても前向きな試合ができたと感じています。群
馬県で開催される本戦は，私たちにとって初めての
県外での大会です。各県を勝ち抜いた代表校の射を
見て学び，大会の空気と緊張を感じながら，良い結
果を出せるように頑張ってきます。応援していただ
いた保護者の皆様，顧問の先生に感謝を申し上げま
すとともに，今後ともよろしくお願いいたします。 

名 取 北 高 校 だ よ り 
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和菓子作りを体験 

 １月２３日（水）家庭科 
のフードデザインの時間に 
「和菓子あさべや」の和菓 
子職人浅部勝巳様に講師と 

してご来校いた 
だき「練り切り」の 
製菓実習を行い 
ました。生徒は職人の技に魅了され，楽し
く実習に取り組みました。 

お菓子づくりを体験して 

 佐々木美衣奈（３年・槻木中出身） 
フードデザインを科目選択している 

私たちは，浅部様の職人技を肌で感 
じるとともに，練り切りの繊細さや 
作業工程の難しさを実感し，日本の 
伝統や文化を学ぶよい機会をいただ 
きました。練りあんに色をつけて， 
あんこを包み型にはめ込むという作業工程は単純で
すが，私たちがつくった物と浅部様がつくった物を比
べると２つに割ったときの中の色合いや，細かい模様
の付き方がまるで違います。味だけでなく見て楽しむ
という日本のお菓子文化を感じるとともに，高い職人
の技に感動いたしました。お忙しい中ご指導いただき
ました浅部様ありがとうございました。 

増田児童センターボランティアに参加 

 冬休みに奉仕活動部が増田児童センターのボランティア
に参加し，子どもたちから元気をたくさんもらいました。ご
協力いただきました職員の皆様ありがとうございました。 

子どもたちと接して 
高野恵吾（１年・郡山中出身） 

 活動の中で，冬の寒さも関係なく元気いっ 
ぱいの子どもたちの活発な動きについて行け 
なくなる場面も時折ありましたが,私たちが 
どうすればいいか戸惑っている時，遊びに誘 
ってくれる子どもたちにホッとする場面もあ 
りました。私はこのボランティアを通して受け身 
ではなく積極的に行動することの大切さを改めて実感しま
した。いつも私たちに活動の機会を与えてくださる増田児童
センターの職員の皆様に心から感謝申し上げます。これから
も，元気な子どもたちからたくさんのことを学んでいきたい
と思います。 

センター試験に挑戦 

 センター試験は，１ 
月１９日（土）・２０日 
（日）仙台大学と尚絅 
学院大学の２つの会場 
で実施されました。生 
徒たちは，応援に駆け 
つけた教職員から励ま 
しの言葉や，緊張をほ 
ぐすためのお守りやお 
菓子を手渡され，試験 
会場に入っていきました。生徒たちは，今ま
で培った力を発揮し，精一杯挑みました。３
年生はセンター試験後，私大一般入試，国公
立二次試験と，受験本番を迎えています。生
徒たちが全力を発揮できるよう，学校全体で
応援してまいります。 
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今
月
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
八
年
の
九
年
間
本
校
で
勤
務
し
、
現
在
は
、
本
校
の
目
の
前

に
お
住
ま
い
の
馬
場
潤
一
様
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
馬
場
様
は
、
福
島
県
の
郡
山
市
出
身
で
、

小
・
中
・
高
校
と
郡
山
市
で
過
ご
し
、
大
学
卒
業
後
は
北
海
道
の
教
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
で
十
二
年
勤
務
さ
れ
、
そ
の
後
、
宮
城
県
の
教
員
と
し
て
六
校
・
一
公
所
で
勤
務
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
仙
台
市
内
の
日
本
語
学
校
で
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
離
見
の
見
」 

 

馬
場 

潤
一 

様 

Ｑ 

日
本
語
学
校
の
お
仕
事
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？ 

Ａ 

高
校
生
の
頃
か
ら
、
短
期
間
で
も
い
い
か
ら
、
い
つ
か
外
国
へ
行
き
、
そ
の 

国
の
普
通
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
体
験
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
に
は
交
流
の
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
日
本
語
教
師
と

い
う
道
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
る
う
ち
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
東
欧
の
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
し

た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
て
み
る
と
と
て
も
親
日
的
な
人
々
が
多
く
、
日
本
語
の
学
習
熱
も
高
く
、

剣
道
や
折
り
紙
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統
文
化
に
も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
様
々
な
経
験
が

帰
国
後
に
日
本
語
教
師
を
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

日
本
語
学
校
の
お
仕
事
の
楽
し
さ
や
魅
力
は
？ 

Ａ 

漢
字
は
も
ち
ろ
ん
ひ
ら
が
な
さ
え
も
読
め
な
い
、
書
け
な
い
外
国
人
が
、
日
本
語
で
自
分
の
考

え
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
言
う
こ
と
は
日
本
人
と
し
て
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、

世
界
の
中
で
日
本
の
在
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
自
分
自
身
が
日
本
人
と
し
て
ど
う
生
き

て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

こ
れ
ま
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
き
て
の
意
義
は
？ 

Ａ 

教
員
時
代
を
含
め
、
人
間
が
成
長
・
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
か
か
わ
る
と
い
う
仕
事
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
間
は
様
々
な
こ
と
を
経
験
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
も
の
で
す
。

教
育
と
は
そ
の
過
程
を
と
も
に
歩
む
こ
と
だ
、
と
考
え
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？ 

Ａ 

テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
や
書
い
て
あ
る
も
の
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
、
で
き

る
だ
け
自
分
の
五
感
で
確
認
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
。 

Ｑ 

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
や
目
標
は
？ 

Ａ 

二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ

と
で
す
。
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
国
の
人
た
ち
と
交
流
し
、
宮
城
で
の

大
会
に
協
力
で
き
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

北
高
生
の
印
象
は
？ 

Ａ 

一
言
で
い
う
と
「
中
庸
」。
辞
書
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
極
端
な
行
き
方
を
せ
ず
穏
当
な
こ
と
」、

「
片
寄
ら
ず
中
正
な
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。 

Ｑ 

北
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！ 

Ａ 

日
々
の
積
み
重
ね
（
努
力
）
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
人
生
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
誰
に
で
も
平
等
に
訪
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
努
力
を
怠
ら
な
い
人
だ
け
が
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

最
後
に
北
高
生
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
一
つ
。
次
の
言
葉
は
ど
ん
な
意
味

で
し
ょ
う
か
。
「
離
見
の
見
」
で
す
。
是
非
調
べ
て
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

１学年進路ガイダンスを実施 

 １月２２日（火）の「総合的な学習の時間」に「１
学年進路ガイダンス」を実施いたしました。本校生
徒の多様な進路目標達成に向けて大学・短大，専門
学校，民間就職，公務員の４つの分野に分かれて各
講師の方々から説明を聞きました。ご協力いただき
ました皆様ありがとうございました。 

進路ガイダンスに参加して 

髙橋美咲（１年・村田一中出身） 

 私は，医療系大学と工業系大学の 

講座を受講しました。自分が興味を 

持っている分野だったので，進路選 

択に必要なことを聞くことができて 

よかったです。医療系のお話は大変 

興味深く，自分の将来に向けて１つ１つ 

丁寧に教えていただきました。一方，工業系では，

東北工業大学の学部や学科がどういうものなのかを

知ることができました。２つの講座を受講して，自

分の進路について考えが深まりました。今後に生か

していきたいと思います。このような機会を与えて

いただきありがとうございました。 

校内課題学習発表会を実施 

 １２月２０日（木）に２学年で総合的な学習の時
間において「課題学習全体発表会」を実施しました。
興味深い内容の発表が多く，生徒たちは現代社会の
抱える問題について堂々と発表していました。 

「なぜ学校は息苦しいのか」を発表して 

八島美幸（２年・大河原中出身） 
 私は課題学習発表で「なぜ学校 
は息苦しいのか」をテーマとして， 
他人の目を気にしすぎることや， 
人の誘いを断れないという思春期 
の息苦しさについてクラス代表の 
一人として発表しました。課題学習 
をとおして以前から興味のあった心 
理学について深く学べたのでとてもやりがいを感じ
ました。また，クラスでは同じような内容に興味を
持つ人たちで班をつくり夏休みに調べ学習を行い，
結果について意見交換することにより理解を含め合
い，切磋琢磨して総合的な学習の時間に取り組めた
と思います。今回の発表は，班員にとっても，私に
とっても良い経験になりました。違う観点から物事
を見たり，新しい分野に興味を持てたりなど，今後
の進路を決定していく上でとても貴重な発表会にな
ったと感じています。 
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